




■ 火災の概要

１ 火災件数 

令和６年の火災件数は678件で、前年に比べ55件の減少となり、過去10年間(平成25年から令

和５年)では３番目に少ない件数であった。 

２ 火災種別  

火災件数678件の内訳では、建物火災は457件（67.4％）で前年に比べ19件の増加、車両火災

は59件（8.7％）で28件の減少、船舶火災は０件で２件の減少、その他の火災は162件（23.9％）

で44件の減少となった。 

３ 焼損床面積 

  建物火災の焼損床面積は6,846㎡で、前年に比べ2,381㎡の減少となった。過去10年間の平均

と比べ、89㎡の増加となった。 

４ 火災による死傷者 

火災による死者は25人で、前年と比べ10人の増加、負傷者は108人で前年と比べ９人の減少と

なった。 

５ 出火率 

出火率（人口１万人当たりの出火件数をいう。）は1.8で、前年と比べ0.1の減少となった。 

※ 小数点以下第２位四捨五入

■ 行政区別火災状況

行政区別で、最も多く火災が発生したのは、中区の93件、次いで港北区の74件、鶴見区の48件

の順で、最も発生の少ない区は緑区の16件であった。 

■ 火災種別ごとの火災状況

１ 建物火災 

建物火災は457件発生し、前年の438件と比べ19件増加した。 

焼損床面積は6,846㎡で、前年の9,227㎡と比べ2,381㎡減少した。 

損害額は６億566万１千円で、前年の６億2,716万５千円と比べ2,150万４千円減少した。 

死傷者は、死者が25人、負傷者が96人発生した。 

２ 林野火災 

林野火災は発生していない（前年０件）。 

３ 車両火災 

車両火災は59件発生し、前年の87件と比べ28件減少した。 

損害額は1,431万５千円で、前年の6,932万７千円と比べ5,501万２千円減少した。 

死傷者は、死者が０人、負傷者が８人発生した。 

４ 船舶火災 

船舶火災は発生していない（前年２件）。 

５ 航空機火災 

  航空機火災は発生していない（前年０件）。 

火 災 状 況 
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■ 火災による負傷者

火災による負傷者は108人発生し、前年の117人と比べ９人の減少となった。

１ 負傷者の発生状況 

(1) 負傷の原因別では、「煙を吸う」が45人で最も多く、次いで「火炎にあおられる・高温物に

接触する」が33人となっている。

(2) 負傷時の状況別では、「作業中」が28人で最も多く、次いで「消火中」が25人となっている。

２ 年代別 

年代別では、10歳～64歳が63人、65歳以上の高齢者が45人となっている。 

３ 出火原因別 

出火原因別発生状況では、「こんろ」が21人で最も多く、次いで「たばこ」が19人、「放火（疑

いを含む）が12人、「電気機器」が10人、「ストーブ」が８人となっている。 
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